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　本学では，大学の行動指針（BCP）に合わせて，
2020年４月13日（月）より学内のすべての図書館お
よび図書室を臨時閉館することとなった。それに
伴い，当館では学外からでもアクセスできる電子
資料の紹介や，シラバス掲載図書の電子ブックの
購入，ウェブサイトでの図書館紹介など，さまざ
まな取り組みを行った。
　本稿では，それらの中から，蔵書・複写物の郵
送サービスおよび，全学教育科目「大学生のレ
ポート作成入門：図書館を活用したスタディスキ
ル」（以下，「大学生のレポート作成入門」）のオンラ
イン授業について報告する。
◆蔵書および複写物の郵送サービス
　特に学部学生や人文系の利用者にとっては，館
内の紙媒体資料が学習や研究に必要不可欠である。
利用者がまったく入館できない状況となってから，
館内資料の提供をどのように再開できるか，模索
することとなった。
　まず，５月14日（木）からは，事前に予約した本
を図書館入口で利用者に貸し出す出納サービスを
開始し，館内所蔵資料の複写物についても，５月
22日（金）より提供を開始した。その頃の大学の
BCPでは，現在進行中の実験・研究を継続するた
めに必要最小限の範囲でキャンパスへ立ち入るこ
とが許可されていたため，これに該当する教職員
と大学院生を主な対象として開始した。人文系の
研究者を中心に多くの申し込みがあり，約１か月
間で延べ932名が2,211冊を受け取った。
　その一方で，キャンパスへの入構が認められな
い学部学生に対する資料の提供が課題であった。
そこで５月20日（水）から，学生を対象とした蔵書
の郵送貸出サービスを開始した。このサービスは，
学生が図書館のオンラインサービス「MyLibrary」
から予約した本を，送料は大学が負担の上，指定
された住所に郵送するものである。
　貸出が可能な資料は，教養教育用および人文系
の資料を所蔵している附属図書館本館内の蔵書に
加え，四つの分館（理学・薬学，工学，医学，農学の
専門図書館）の蔵書とし，各館の蔵書も本館にいっ
たん集約した上で，発送作業は本館で一括して
行った。１人につき２回まで，１回につき２冊ま
での申し込みとし，郵送範囲は国内までとした。
　資料のサイズに応じ
て個別に梱包作業をす
るのは煩雑であり，送
料計算の手間もかかる
ことから，発送には全
国一律520円で送付で
きる「レターパックプ
ラス」を使用し，サイ
ズが大きい資料のみ別
途梱包して発送作業を
行った。
　前述の出納サービス
と並行作業で，かつ職員全体の５割程度を在宅勤
務としていたため，作業できる職員数は制限され
ていたが，試行錯誤しながら工夫を重ねて，資料
の仕分けから発送まで，スムーズな流れができて
いった。
　６月22日（月）からの開館再開により，学内利用
者が入館し，通常通り貸出を受けられるように
なったため，以降は宮城県仙台市外在住者のみを
対象とし，郵送貸出サービスを継続している。
　このサービスでは，開始から開館までの約１か
月間に約600件，950冊の貸出を行い，複写物の郵
送も，必要に応じて対応した。送付先の約９割が
仙台市内で，授業がオンラインでのみ実施され，
近隣にいてもキャンパスに入れない学生にとって，
ある程度のニーズは満たせたと考えられる。
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　ただ，冊数に制限があることや，資料を直接見
て選ぶことができず，求めるものがうまく入手で
きないことなど，利用者と本を効果的に結ぶため
の手段として不十分であることは否めない。再び
感染症が拡大した時のために，構成員の学習・研
究機会を保障するには，来館サービスと郵送貸出
サービスを状況に応じてどのように組み合わせて
提供するのが適切か，図書館だけでなく大学全体
として見直す必要があると考えている。
◆「大学生のレポート作成入門」のオンライン授業
　大学に入学したばかりの１年生を主対象とした
全学教育科目「大学生のレポート作成入門」は，
教員と，本分館の図書館職員からなるワーキング
グループとの連携のもと，授業名や内容を少しず
つバージョンアップしながら2004年度から毎年開
講してきた。今年度から，組織の変更に伴い新設
された情報サービス課学習支援係が事務局を担当
している。
　理系・文系の第一線で活躍する複数の教員によ
るオムニバス形式の講義（全15回）の中で，学生は
レポート作成やプレゼンテーションの技術，そし
て具体的な研究生活の実際を学び，また図書館員
による情報検索実習の回では，レポート作成に必
要な文献を収集するためのスキルを身につける。
　授業外の活動として，図書館講習会「情報探索
のススメ」（４種類）等の受講によっても加点があ
る。
　授業に並行して，学生は一つのレポートを書き
あげ，後半の講義においては，それについてのプ
レゼンテーションも行う。受講生仲間への建設的
な意見や質問も採点対象となる。
　厳しくも充実した内容が，大学での学びへの期
待に胸膨らませた意欲的な１年生には好評で，近
年は毎年40名程度の受講があり，授業評価の数値
も例年おおむね高いものであった。
　本年は，他の科目と同様，オンライン授業とし
て開講することになった。
　講義形式については，当初推奨された本学の独
自 LMS（学習管理システム）が，早々にシステムダ
ウンするというトラブルに見舞われたが，その後
Google Classroomへ移行したことにより，安定し
た運営が可能となった。Google Meetでのリアル
タイム配信（録画版も追って視聴可）や，あらかじ
め作成した動画のオンデマンド配信，ラジオ形式
など，それぞれの担当教員が内容にふさわしい形
式をもって講義を行った。
　図書館講習会については集合形式での開催が困
難なため，加点の対象からは外し，急遽作成した
動画シリーズの視聴を推奨するに留めた。
　プレゼンテーションの実践については各学生の
通信環境を考慮して実施せず，そのかわり，学生
同士，互いのレポートの初稿を批評し，よりよい
内容の決定稿につなげるという作業を行った。
　４月中旬以降の完全閉館後に，サービス再開の
見通しが立たない中で開講した本授業であったが，
その後，郵送の貸出サービス開始（５月20日），部
分開館（６月22日）を経て，レポート執筆の山場を
迎える７月までには資料提供サービスはほぼ通常
通りに再開することができた。
　しかし，本稿執筆時点では，講義の最終日に実
施された，受講の実態調査を含めた授業評価アン
ケートの結果がまだ明らかではないため，推測の
域を出ないが，受講生の大半が県外の実家から，
本学の位置する仙台市へ来ることができないまま
オンライン授業を受講していた可能性が高い。
　事務局としては，リモートアクセスできる資料
の紹介など，できる限りのことをしたが，資料収
集についてのサポートは十分とは言えず，提出さ
れたレポートの完成度については，例年通り質の
高い講義を実施した教員らと，学生たちの，所属
大学の図書館に頼らずに資料を収集するという，
目下の環境への適応力に負うところが大きかった
ように思う。他方で，レポートを書き上げること
ができず，単位取得に到らなかった学生も例年よ
りやや多かった。
　正直，図書館の存在がこれほどまでに希薄な学
期は，かつてなかったのではないだろうか。
　知の蓄積である図書館資料との格闘を経なけれ
ば，明らかにならない事象は多い。資料のデジタ
ル化が進めば，いずれそうではなくなる時も来る
が，今はまだその時ではない。我々はこれからも
まだこのメッセージを発信し続けていかなければ
ならないのに，それが現況では難しい。
　このような状況下で，これからの大学図書館が
どうあるべきなのか，我々としてどうありたいの
かを考えさせられる学期であった。
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